
「第２期北広島市子ども・子育て支援事業計画」策定のための 

アンケート調査[小学校就学前児童向け] ご協力のお願い 

 
日頃より、市政にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

北広島市では、平成27年度から「北広島市子ども・子育て支援事業計画」に基づ

いて子ども・子育て施策を展開し、市内のすべての子どもが等しく質の高い教育・保

育を受けられる環境の整備と充実に努めております。 

2020年度から「第２期北広島市子ども・子育て支援事業計画」をスタートさせる

ことに伴い、現在、計画の策定に向け準備を進めておりますが、計画策定にあたって

皆様のご意見を反映させるため、市内に住む就学前のお子さんと小学生からそれぞれ

1,500 人を無作為抽出し、その保護者の方に対しニーズ調査のご協力をお願いする

ものです。 

皆さまからご回答いただいた内容は、より子育てしやすい環境づくりを進めるため

に活用するものであり、回答者個人が特定されたり他の目的に利用されたりすること

は一切ありません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

 

平成30年12月            北広島市長  上野 正三 

 

ご回答は、北広島市の子ども・子育て支援の充実に役立てます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

調査票を送付 

このアンケート調査により、子育て家庭

の子育て支援の利用希望等を把握 

北広島市 

北広島市子ども・子育て会議 

幼稚園、保育施設、 
認定こども園 

小規模保育、 
家庭的保育等 

学童クラブ、地域子育て支援

拠点事業、一時預かり 等 

計画に基づき 

子ども・子育て 

支援を充実 

北広島市子ども・子育て支援事業計画 

（５か年計画） 

北広島市における幼児期の学校教育・保育や地域

の子育て支援について、 

・「量の見込み（現在の利用状況＋利用希望）」 

・「確保方策（確保の内容＋実施時期）」 

などを策定 

子育て家庭 

※このたび同時に小学生の保護者にも調査のご協力をお願いしており、世帯によっては２通以上

の調査票が届く場合が考えられます。お手数をお掛けしますが、それぞれのアンケート調査に

ご協力くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 
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テキストボックス
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■ このアンケート調査について 
 
北広島市では、子ども・子育て支援法に基づく子ども・子育て支援の制度下で、教育・保育、地

域子育て支援の充実を図るため、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、計画

的に給付や事業を実施しています。（第２期計画は2020年度から実施予定） 

本調査は、第２期計画で確保が必要な幼児期の学校教育・保育、地域子育て支援の「量の見込み」

を算出するため、市民の皆さまの教育・保育、地域子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今

後の利用希望」を把握するために行うものです。 

 

■ ご記入にあたってのお願い 
 
１．封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

２．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

３．回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があり

ます。 

４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。

また、「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご

記入ください。 

５．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制（例：午後６時→18 時）でご記

入ください。 

６．設問によってご回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印に従っ

て回答してください。特にことわりのない場合は次の設問にお進みください。 

お手数ですが、ご記入いただきましたら同封の返信用封筒に入れて 

12月26日（水）までにご投函くださいますようお願いたします。 
 

ご不明な点、調査に関する問い合わせは、下記までお願いいたします。 

連絡先 北広島市役所 子育て支援部 子ども家庭課（担当：記内、笠井） 

電話：011-372-3311（内線2216） ＦＡＸ：011-398-4306 

この調査は北広島市からの委託を受けて、(株)ぎょうせいが実施しています。 

 
 （用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおりです。 

・幼  稚  園：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設 

（学校教育法第22条） 
 

・保 育 施 設：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設 

（児童福祉法第39条） 
 

・認定こども園：幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育

等の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 
 

・子  育  て：教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 
 

・教  育：問10までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問11以降において

は幼児期の学校における教育の意味で用いています 
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１．お子さんとご家族の状況について 
 
問１  あて名のお子さんのお住まいの地区はどちらですか。該当する番号１つに○をつけてく

ださい。 

１．東部小学校区（東の里・中の沢・南の里・富ヶ岡・稲穂町・新富町・朝日町・美沢・中央） 

２．北の台小学校区（共栄・北の里・共栄町・東共栄・美咲き野） 

３．緑ヶ丘小学校区（高台町・泉町・里見町・松葉町・緑陽町・山手町） 

４．双葉小学校区（若葉町・青葉町・白樺町・南町・広葉町・栄町・輝美町・北進町） 

５．大曲小学校区（大曲柏葉・大曲南ヶ丘・大曲中央・大曲工業団地・大曲末広（５丁目から７丁目）・大曲幸

町・仁別・大曲の一部） 

６．大曲東小学校区（大曲末広（１丁目から４丁目）・大曲光・大曲緑ヶ丘・大曲並木・大曲の一部・西の里（国有林）） 

７．西の里小学校区（西の里の一部、西の里東・西の里南・西の里北・虹ヶ丘） 

８．西部小学校区（島松・輪厚・希望ヶ丘・三島・輪厚中央・輪厚元町・輪厚工業団地） 

 
 
問２  あて名のお子さんの生年月と年齢をご記入ください。 

 

 

 
 
問３  きょうだいは何人ですか。あて名のお子さんを含めた人数をご記入ください。 

 
 

問４  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみてあてはまる

番号１つに○をつけてください。 

１．父親     ２．母親     ３．祖父母     ４．その他（       ） 

 
◆問４で「１．父親」または「２．母親」に○をつけた方にうかがいます。 

問４－１  配偶者について、どちらかに○をつけてください。 

１．配偶者がいる    ２．配偶者はいない 

 
 
問５  あて名のお子さんの子育て（教育含む）を主に行っているのは、どなたですか。あて名

のお子さんからみてあてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．両親      ２．父親      ３．母親      ４．祖父母     

５．その他（                                   ） 

  

平成[   ]年 [   ]月生まれ  ［   ］歳 

きょうだい数：[   ]人   末子の生年月：平成[   ]年 [   ]月生まれ 

※[  ]内に数字でご記入ください。 

※[  ]内に数字でご記入ください。 
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２．お子さんの育ちの環境について 
 
問６  あて名のお子さんの面倒をみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号１つに

○をつけてください。 

１．日常的にいる       ２．緊急時にはいる        ３．誰もいない 

４．その他（                                   ） 

 
 
 

問７  子育て（教育を含む）を行う上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる

場所はありますか。どちらかに○をつけてください。 

１．いる／ある ２．いない／ない 

 

◆問７で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問７－１  気軽に相談できるのは誰（どこ）ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

１．お子さんの祖父母等の親族 ２．友人・知人 

３．近所の人 ４．職場関係者 

５．子育て支援施設等（地域子育て支援センター・児童センター等） 

６．保健所・保健センター ７．保育士 

８．幼稚園教諭 ９．学校の先生 

10．民生委員児童委員 11．かかりつけの医師 

12．市の子育て相談窓口 

13．その他（                                  ） 
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３．保護者の就労状況と職場の両立支援制度について 
 
※問８～問９－１は、父親・母親それぞれについてお答えください。（ひとり親の方は、ご自身に

関する設問のみお答えください。） 

 
問８  あて名のお子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいま

す。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 （１）父親     （１つに○） （２）母親    （１つに○） 

フルタイムで就労し

ている 

（週５日程度・１日８時間程度） 

１．産休・育休・介護休業中ではない 

２．産休・育休・介護休業中である 

１．産休・育休・介護休業中ではない 

２．産休・育休・介護休業中である 

パート・アルバイト

等で就労している 

（フルタイム以外の就労） 

３．産休・育休・介護休業中ではない 

４．産休・育休・介護休業中である 

３．産休・育休・介護休業中ではない 

４．産休・育休・介護休業中である 

その他 

５．以前は就労していたが、現在は就

労していない 

６．これまで就労したことがない 

５．以前は就労していたが、現在は就

労していない 

６．これまで就労したことがな 

 
 
◆問８で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。 

問８－１  １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間」をお答えください。 

（１）父親          （２）母親          

１週間当たり：[   ]日 

１日当たり ：[   ]時間[   ]分 

１週間当たり：[   ]日 

１日当たり ：[   ]時間[   ]分 

※［  ］内に数字でご記入ください。 

 

◆問８で「３」または「４」（パート・アルバイト等）に○をつけた方にうかがいます。 

問８－２  今後の就労についての希望をお聞かせください。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

（１）父親        （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．フルタイムへの転換予定がある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、予

定はない 

３．パート・アルバイト等の就労を続ける

ことを希望する 

４．パート・アルバイト等をやめて子育て

や家事に専念したい 

１．フルタイムへの転換予定がある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、予

定はない 

３．パート・アルバイト等の就労を続ける

ことを希望する 

４．パート・アルバイト等をやめて子育て

や家事に専念したい 

  

※問８で「５」または「６」に○をつけた方は次ページの問８－３にお答えください。 
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◆問８で「５」または「６」（就労していない・したことがない）に○をつけた方にうかがいます。 

問８－３  今後の就労についての希望をお聞かせください。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。「２」を選択した場合は[  ]内に年齢を数字でご記入ください。 

（１）父親         （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労

の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが 

[  ]歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい 

１．子育てや家事などに専念したい（就労

の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが 

[  ]歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい 

 
◆問８－３で「２」または「３」（就労したい）に○をつけた方にうかがいます。 

問８－４  今後の就労希望をお聞かせください。あてはまる番号１つに○をつけてください。

「２」を選択した場合は希望日数・時間を[  ]内に数字でご記入ください。 

（１）父親         （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

２．パートタイム・アルバイト等 

（フルタイム以外） 

 

「２」に○をつけた場合の希望日数・時間 

週[   ]日・１日[   ]時間くらい 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

２．パートタイム・アルバイト等 

（フルタイム以外） 

 

「２」に○をつけた場合の希望日数・時間 

週[   ]日・１日[   ]時間くらい 

 
問９  あて名のお子さんが生まれた時、保護者の方は育児休業を取得しましたか。あてはまる

番号１つに○をつけてください。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 

（１）父親         （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．働いていなかった（働いていない） 
２．取得した（取得中である） 
３．取得していない  
 

１．働いていなかった（働いていない） 
２．取得した（取得中である） 
３．取得していない  
 

 

１．職場に育児休業をとりにくい雰囲気があった ２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった  ４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった  ６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育施設などに預けることができた  ８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．子育てや家事に専念するため退職した     10．育児休業を取得できることを知らなかった 
11．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

12．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

13．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                                       ） 

取得していない理由（いくつでも） 取得していない理由（いくつでも） 

【下から番号を選んでください】 【下から番号を選んでください】 
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問９－１  保育施設が必ず利用できる環境があれば、育児休業をどれくらい取得しますか。 

（１）父親        （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．１歳までは育児休業を取得したい 
２．１歳になる前に復帰したい 

３．育児休業を取得しない 

１．１歳までは育児休業を取得したい 
２．１歳になる前に復帰したい 

３．育児休業を取得しない 
 
 

４．平日の定期的な教育・保育施設等の利用について 
 

問10  あて名のお子さんは、現在、下の「問10－１」にある幼稚園や保育施設などの教育・保

育施設等を利用していますか。どちらかに○をつけてください。 

１．利用している ⇒ 問10－１～４へ  ２．利用していない ⇒ 問10－５へ 

 
◆問10で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問10－１  あて名のお子さんは次のうち、どのような教育・保育施設等を利用していますか。

日常的に利用している施設等で主なもの１つに○をつけてください。 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のう

ち定期的な利用のみ） 

３．認可保育所 

（北海道の認可を受けたもの） 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せもつ施設） 

５．小規模な保育施設 

（市町村の認可を受けた定員概ね６～19人のもの） 

６．家庭的保育 

（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

７．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 
８．その他の認可外保育施設 

９．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの

家庭で保育する事業） 

10．ファミリー・サポート・センター 

（センターに登録した地域住民が子どもを預

かる事業） 

11．その他（                                 ） 

 
問10－２  現在、問10－１で○をつけた教育・保育施設等をどのくらい利用していますか。

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

（１）現在の 

利用状況 
１週当たり［  ］日 

１日当たり［  ］時間 

（［  ］時[  ]分～［  ］時[  ]分まで） 

（２）今後の 

利用希望 
１週当たり［  ］日 

１日当たり［  ］時間 

（［  ］時[  ]分～［  ］時[  ]分まで） 

※［  ］内に数字でご記入ください。時間については24時間制（例：午後６時→18時）でご記入ください。 
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問10－３  問10－１で○をつけた現在利用している教育・保育施設等の場所はどちらですか。 

１．市内       ２．市外（市町村名：             ） 

 
問10－４  幼稚園・保育施設などを利用している理由をお答えください。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

１．子どもの教育や発達のため 

２．就労しているため 

３．就労予定がある／求職中であるため 

４．家族・親族などを介護しているため 

５．保護者に病気や障がいがあるため 

６．学生であるため 

７．その他（                                 ） 

 

◆問10で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問10－５  幼稚園・保育施設などを利用していない理由をお答えください。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

１．利用する必要がないため 

２．子どもの祖父母や親族、友人・知人等がみているため 

３．保育施設等に空きがないため 

４．経済的な理由で利用できないため 

５．延長・夜間等の時間帯が合わないため 

６．子どもがまだ小さいため 

（［  ］歳くらいになったら利用しようと考えている） 

７．その他（                                 ） 

※「６」に○をつけた場合には［  ］内に年齢を数字でご記入ください。 

  

⇒ 問11へ 
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問11  現在、利用している・利用していないにかかわらず、あて名のお子さんに、日常的に利

用させたい幼稚園・保育施設等をお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち

定期的な利用のみ） 

３．認可保育所 

（北海道の認可を受けたもの） 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せもつ施設） 

５．小規模な保育施設 

（市町村の認可を受けた定員概ね６～19人のもの） 

６．家庭的保育 

（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

７．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 
８．その他の認可外保育施設 

９．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの家

庭で保育する事業） 

10．ファミリー・サポート・センター 

（センターに登録した地域住民が子どもを預か

る事業） 

11．その他（                                  ） 

※これらの施設等の利用には、一定の利用料が必要です。 

 
問11－１  幼稚園・保育施設等を利用しやすい場所はどちらですか。 

１．市内         ２．市外（市町村名：             ） 

 
◆問11で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ、その他の番号

にも○をつけた方にお聞きします。 

問11－２  特に幼稚園（預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しま

すか。どちらかに○をつけてください。 

１．はい         ２．いいえ 

 
問11－３  2019年10月から、３歳から５歳児の幼稚園・保育施設等の費用が無償化されるこ

とが予定されています（無償化の範囲は未定です）。無償化後の幼稚園・保育施

設等の利用をどのように考えますか。どれか１つに○をつけてください。 

１．これまで利用している幼稚園・保育施設・サービス等を継続して利用したい 

２．幼稚園に入れたい 

３．認可保育所に入れたい 

４．認定こども園に入れたい 

５．その他のサービスを利用したい 

６．その他（                                 ） 

７．わからない 

８．幼稚園・保育施設・その他のサービス等を利用したくない 
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５．お子さんの病気やけがの際の対応について 
 
※問12～問12－３は、平日の定期的な教育・保育施設等を利用している方（問10で「１．利用してい

る」と回答された方のみお答えください。）それ以外の方は ⇒ 問13へ 

 
問12  この１年間に、お子さんが病気やけがで幼稚園・保育施設などを利用できなかったこと

がありましたか。どちらかに○をつけてください。 

１．あった  ⇒ 問12－１へ     ２．なかった ⇒ 問13へ 

 
◆問12で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問12－１  この１年間行った対応として、あてはまる番号すべてに○をつけてください。ま

た、それぞれについて、おおよその日数をお答えください。半日程度の対応の場

合も１日とカウントしてください。 

病気やけがの際の対応（あてはまる番号すべてに○） 日 数 

１．父親が仕事を休んで子どもをみた 年間［  ］日くらい 

２．母親が仕事を休んで子どもをみた 年間［  ］日くらい 

３．親族・知人に子どもをみてもらった 年間［  ］日くらい 

４．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた 年間［  ］日くらい 

５．病児・病後児のための保育施設等を利用した 年間［  ］日くらい 

６．ファミリー・サポート・センター、こども緊急さぽねっとを利用した 年間［  ］日くらい 

７．子どもだけで留守番をさせた 年間［  ］日くらい 

８．ベビーシッターを利用した 年間［  ］日くらい 

９．その他（                     ） 年間［  ］日くらい 

 
◆問12－１で「１．」または「２．」に○をつけた方にうかがいます。 

問12－２  その際にできれば「病児・病後児を預かってくれる保育施設を利用したい」と思

いましたか。どちらかに○をつけてください。利用したいと思った方は、利用し

たいおおよその日数もお答えください。 

１．利用したいと思った 

２．利用したいと思わなかった 

 
◆問12－２で「１．利用したいと思った」に○をつけた方にうかがいます。 

問12－３  病児・病後児を預かってくれる保育施設に子どもを預ける場合、下記のいずれの事

業形態が望ましいと思われますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．他の施設（例：幼稚園・保育施設等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．登録した地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：緊急さぽねっと等） 

４．その他（                                 ） 

  

「１」に○をつけた場合の利用したい日数 

  年間［   ］日くらい 
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６．土日・休日・長期休暇中の定期的な幼稚園・保育施設等の利用について 
 
問13  あて名のお子さんについて、土曜、日曜・祝日に、定期的な幼稚園・保育施設等の利用

を希望されますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。また、利用希望と利用

したい時間帯（24時間制 例：午後６時→18時）をお答えください。 

（１）土曜         （１つに○） （２）日曜・祝日       （１つに○） 

１．利用を希望しない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

 

「２」または「３」に○をつけた場合の 

利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

１．利用を希望しない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

 

「２」または「３」に○をつけた場合の 

利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

※これらの施設等の利用には、一定の利用料が必要です。 

 

◆問13で「２．」または「３．」に○をつけた方にうかがいます。 

問13－１  土曜、日曜・祝日に幼稚園・保育施設等を利用したい理由は何ですか。あてはま

る番号すべてに○をつけてください。 

１．月に数回仕事が入るため 

２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親や親族等の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                                 ） 

※現在、保育施設等の休日預かりは、就労している方のみを利用できます。 

 
※問14は、あて名のお子さんが「幼稚園」を利用されている方のみお答えください。 

それ以外の方は ⇒ 問15へ 

 
◆あて名のお子さんが「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

問14  幼稚園の夏休み・冬休みなど長期休暇中も利用を希望されますか。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。また、利用希望と利用したい時間帯（24時間制 例：午後６時→

18時）をお答えください。 

１．利用を希望しない 

２．利用したい 

※預かり保育の利用には、一定の利用料が必要です。 

「２」に○をつけた場合の利用したい日数と

時間帯（24時間制でご記入ください） 

１週あたり［   ］日 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 
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７．一時預かり等の利用などについて 
 
問15  保護者の方の不定期の就労や就労以外の理由（冠婚葬祭、リフレッシュ、保護者の通院

等）で、この１年間であて名のお子さんが利用したサービスにあてはまる番号すべてに

○をつけ、それぞれの年間の利用日数をお答えください。 

利用したサービス（あてはまる番号すべてに○） 日 数 

１．一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育施設等で一時的に子どもを保育する事業） 
年間[  ]日くらい 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
年間[  ]日くらい 

３．ファミリー・サポート・センター、こども緊急さぽねっと 

（センターに登録した地域住民が子どもを預かる事業） 
年間[  ]日くらい 

４．その他（                        ） 年間[  ]日くらい 

５．利用していない  

 

◆問15で「５．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問15－１  利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．利用する必要がない 

２．利用料がかかる・高い 

３．利用方法（手続き等）がわからない 

４．その他（                                 ） 

 

問15－２  今後、問15の1～4の事業の利用を希望しますか。どちらかに○をつけてください。 

１．利用したい      ２．利用する必要はない ⇒ 問16へ 

 
◆問15－２で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問15－３  利用したい理由と目的別の日数をお答えください。あてはまる番号すべてに○を

つけ、年間の利用日数をご記入ください。 

利用したい理由    （あてはまる番号すべてに○） 日 数 

１．私用（買い物・習い事・リフレッシュなど） 年間[  ]日くらい 

２．冠婚葬祭、学校行事、親の通院 等 年間[  ]日くらい 

３．不定期の就労 年間[  ]日くらい 

４．その他（                      ） 年間[  ]日くらい 

 

問16  この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などにより、お子さんを泊まりがけで家族以外の人

にみてもらわなければならないことはありましたか。どちらかに○をつけてください。 

１．あった ⇒ 問16-１へ         ２．なかった ⇒ 問17へ 
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◆問16で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問16－１  その場合の対処方法と年間の日数をお答えください。あてはまる番号すべてに○

をつけ、年間の日数をご記入ください。 

家族以外にみてもらう場合の対処方法（あてはまる番号すべてに○） 日 数 

１．親族・知人にみてもらった 年間[  ]日くらい 

２．子育て短期支援利用事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で子どもを預かる事業）  
年間[  ]日くらい 

３．やむをえず子どもを同行させた 年間[  ]日くらい 

４．やむをえず子どもだけで留守番させた 年間[  ]日くらい 

５．その他（                      ） 年間[  ]日くらい 

※［  ］内に数字でご記入ください。 
 
８．お子さんが５歳児（年長児）の方へ、小学校就学後の放課後の過ごし

方について 
 

※問17は、あて名のお子さんが５歳以上である方のみお答えください。 

それ以外の方は ⇒ 問18へ 
 
問17  お子さんが小学校に入学した後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場

所で、どのくらいの日数を過ごさせたいと思いますか。低学年（小学校１～３年）と高

学年（小学校４～６年）のそれぞれの期間について、あてはまる番号すべてに○をつけ、

週間の日数をご記入ください。 

放課後の居場所（あてはまる番号すべてに○） 
過ごさせたい日数 

低学年（１～３年） 高学年（４～６年） 

１．自宅 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

２．祖父母・親族宅や友人・知人宅 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾、ス
ポーツ少年団など） 

週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

４．児童センター※１ 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

５．学童クラブ※２ ⇒ 問17－１へ 
週[  ]日くらい 

⇒下校時から[  ]時まで 

週[  ]日くらい 

⇒下校時から[  ]時まで 

６．ファミリー・サポート・センター 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

７．放課後子ども教室※３ 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

８．放課後等デイサービス※４ 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

   

９．その他（体育館、公民館、公園など） 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

※［  ］内に数字でご記入ください。時間については24時間制（例：午後６時→18時）でご記入ください。 
 

※１ 児童センター：子どもたちの健全な遊び場を提供することで、豊かな情緒を養うことを目的とした施設です。 

※２ 学童クラブ：保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、子どもの生活や遊びの場を提供するものです。

利用料がかかります。 

※３ 放課後子ども教室：放課後や長期休暇中に小学校の余裕教室を活用して、児童の活動拠点を設けるものです。 

※４ 放課後等デイサービス：子どもの個性や発達段階に応じた支援を受けられる施設です。  
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※問17－１～問17－２は、問17で「５．学童クラブ」に○をつけた方のみお答えください。 

それ以外の方は ⇒ 問18へ 
 
◆問17で「５．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問17－１  平日に学童クラブをどの学年まで利用したいですか。あてはまる番号１つに○を

つけてください。 

１．１年生まで ２．２年生まで ３．３年生まで 

４．４年生まで ５．５年生まで ６．６年生まで 

※利用には、一定の利用料が必要です。 
 

問17－２  土曜日や日曜日・祝日、夏休みなど長期休暇中に、学童クラブの利用希望はあり

ますか。それぞれ１つに○をつけ、利用希望と利用したい時間帯（24時間制 例：

午後６時→18時）をお答えください。  

（１）土曜日  （１つに○） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）の間も利用したい 

３．利用を希望しない 

※利用には、一定の利用料が必要です。  
（２）日曜日・祝日  （１つに○） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）の間も利用したい 

３．利用を希望しない 

※現在、日曜・祝日は実施していません。  
（３）夏休みなど長期休暇中  （１つに○） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）の間も利用したい 

３．利用を希望しない 

※利用には、一定の利用料が必要です。 
 

９．地域における子育て支援などについて 
 
問18  地域子育て支援拠点事業等（就学前の親子が集まって過ごしたり、相談したりできる場

所）を利用していますか。あてはまる番号にすべてに○をつけてください。また、利用

している方はおおよその利用回数（頻度）を数字でご記入ください。 

１．子育て支援センターを利用している 

２．児童センターを利用している 

３．利用していない 
  

利用回数 月に[   ]回ぐらい 

「１」または「２」に○をつけた
場合の利用したい時間帯 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

「１」または「２」に○をつけた
場合の利用したい時間帯 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

「１」または「２」に○をつけた
場合の利用したい時間帯 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

利用回数 月に[   ]回ぐらい 
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問19  今後、地域子育て支援拠点事業を利用したいと思いますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。また、利用を希望する方はおおよその利用回数（頻度）を数字でご

記入ください。 

１．子育て支援センターを利用したい 

２．児童センターを利用したい 

３．利用したいとは思わない 

※これらの施設等の利用には、一定の利用料が必要な場合があります。 

 

問20  下記の①～⑫の子育て支援事業等について、知っているかどうか、利用したことがある

か、今後利用したいかについて、それぞれ１つに○をつけてください。 

 （Ａ） 
知っている 

 

（Ｂ） 
これまでに利用 
したことがある 

（Ｃ） 
今後利用したい 

 

１ 
はい 

２ 
いいえ 

１ 
はい 

２ 
いいえ 

１ 
はい 

２ 
いいえ 

①乳幼児健診や育児相談など １ ２ １ ２ １ ２ 

②赤ちゃん訪問※１ １ ２ １ ２ １ ２ 

③妊産婦を対象とした健康相談や妊婦健診など １ ２ １ ２ １ ２ 

④家庭児童相談※２ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑤ひとり親家庭支援事業※３ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑥こども発達支援センター １ ２ １ ２ １ ２ 

⑦幼稚園の子育て支援事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑧すくすくひろば※４ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑨子育てサイト １ ２ １ ２ １ ２ 

⑩子どもの権利相談※５ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑪子育て支援コーディネーター※６ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑫子育てガイド １ ２ １ ２ １ ２ 

 

 

※１ 市の保健師が訪問し、身体測定や育児相談を行い、その他の制度をご案内します。 

※２ 子どもに関するあらゆる相談（育児・発達・虐待ほか）に家庭児童相談員が対応します。 

※３ 父子・母子家庭を対象に、家庭協力員の派遣や就労に向けた修業資金の給付などを行います。 

※４ 保育施設を利用していない０歳から就学前のお子さんとその保護者を対象として、子育て支援のイベント等

を保育施設で行っています。 

※５ 子どもの権利に関する相談のほか、友人・親子関係など、子どもに関することを相談できる窓口です。 

※６ 地域子育て支援センターあいあいに配置されており、地域の中で子育て家庭が必要とする情報の提供を行っ

ています。 

  

サービス・事業等の解説 

利用回数 月に[   ]回ぐらい 

利用回数 月に[   ]回ぐらい 
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10．子育てに関する情報、悩み、必要な施策について 
 
問21  あなたは、子育て（育児・施設等）に関する情報をどこから（誰から）入手しています

か。主なもの３つまで○をつけてください。 

１．家族・親族 ２．友人・知人 

３．職場 ４．保育施設・幼稚園 

５．子育てサークル ６．子育て支援センター 

７．児童センター ８．医師  

９．市のホームページ・子育てサイト 10．子育てガイド 

11．市広報紙「広報北広島」 12．市のパンフレット 

13．インターネット・ＳＮＳ 14．テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 

15．その他（                                   ） 
 
問22  子育てに関して、あなたが日頃悩んでいることや気になることは何ですか。主なもの３

つまで○をつけてください。 

１．病気や発育・発達に関すること ２．育児の方法がわからない 

３．子どもとの時間がとれない ４．自分の時間がとれない 

５．友達づきあい・いじめなど ６．子育てに関して配偶者の協力が少ない 

７．配偶者以外に手伝ってくれる人がいない ８．子どもを叱りすぎている気がする 

９．子育てのストレスがたまっている 10．子育て支援サービスの申込方法がわからない 

11．食事や栄養に関すること 12．子どものアレルギーに関すること 

13．経済的負担が厳しい 14．話し相手・相談相手が少ない 

15．職場の理解・協力が得られない 16．その他（              ） 

17．特にない 
 
問23  今後、市が取り組むべき子育て支援策は何だと思いますか。主なもの３つまで○をつけ

てください。 

１．保育料（幼稚園含む）の減額や免除 ２．児童手当などの経済的支援の拡充 

３．待機児童対策 ４．一時預かりの充実 

５．延長保育の充実 ６．夜間保育の実施 

７．子育て支援センターの充実 ８．病児・病後児保育の実施 

９．乳幼児等医療支援の充実 10．休日保育の充実 

11．通園・通学用の歩道等の整備 12．学童クラブの充実 

13．児童センターの充実 14．子育てに適した職場環境の整備 

15．その他（                                   ） 
 
◎ 本市の子ども・子育て支援に関してご意見・ご希望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 
 

お忙しい中、調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

お手数ですが、ご記入いただきましたら、同封の返信用封筒に入れて 

12月26日（水）までにご投函くださいますようお願いいたします。 



「第２期北広島市子ども・子育て支援事業計画」策定のための 

アンケート調査[小学生向け] ご協力のお願い 

 
日頃より、市政にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

北広島市では、平成27年度から「北広島市子ども・子育て支援事業計画」に基づ

いて、子ども・子育て施策を展開し、市内のすべての子どもが等しく質の高い教育・

保育を受けられる環境の整備と充実に努めております。 

2020年度から「第２期北広島市子ども・子育て支援事業計画」をスタートさせる

ことに伴い、現在、計画の策定に向け準備を進めておりますが、計画策定にあたって

皆様のご意見を反映させるため、市内に住む就学前のお子さんと小学生からそれぞれ

1,500 人を無作為抽出し、保護者の方に対しニーズ調査のご協力をお願いするもの

です。 

皆さまからご回答いただいた内容は、より子育てしやすい環境づくりを進めるため

に活用するものであり、回答者個人が特定されたり他の目的に利用されたりすること

は一切ございません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

 

平成30年12月            北広島市長  上野 正三 

 

ご回答は、北広島市の子ども・子育て支援の充実に役立てます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

調査票を送付 

このアンケート調査により、子育て家庭

の子育て支援の利用希望等を把握 

北広島市 

北広島市子ども・子育て会議 

幼稚園、保育園、 
認定こども園 

小規模保育、 
家庭的保育等 

学童クラブ、地域子育て支援
拠点事業、一時預かり 等 

計画に基づき 

子ども・子育て 

支援を充実 

北広島市子ども・子育て支援事業計画 

（５か年計画） 

北広島市における幼児期の学校教育・保育や地域

の子育て支援について、 

・「量の見込み（現在の利用状況＋利用希望）」 

・「確保方策（確保の内容＋実施時期）」 

などを策定 

子育て家庭 

※このたび同時に就学前のお子さんの保護者にも調査のご協力をお願いしており、世帯によって

は２通以上の調査票が届く場合が考えられます。お手数をお掛けしますが、それぞれのアンケー

ト調査に対してご協力くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 



■ このアンケート調査について 
 
北広島市では、子ども・子育て支援法に基づく子ども・子育て支援の制度の下で、教育・保育、

地域子育て支援の充実を図るため、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、計

画的に給付や事業を実施しています。（第２期計画は2020年度から実施予定） 

本調査は、この第２期計画で確保が必要な幼児期の学校教育・保育及び子ども・子育て支援の「量

の見込み」を算出するため、市民の皆さまの教育・保育、地域子育て支援に関する「現在の利用状

況」や「今後の利用希望」を把握するために行うものです。 

 

■ ご記入にあたってのお願い 
 

１．封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

２．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

３．回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があり

ます。 

４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。

また、「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご

記入ください。 

５．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制（例：午後６時→18 時）でご記

入ください。 

６．設問によってご回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印に従っ

て回答してください。特にことわりのない場合は次の設問にお進みください。 

 
 

お手数ですが、ご記入いただきましたら同封の返信用封筒に入れて 

12 月 26 日（水）までにご投函くださいますようお願いたします。 
 

ご回答いただく上でご不明な点、調査に関する問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 

連絡先 北広島市役所 子育て支援部 子ども家庭課（担当：記内、笠井） 

電話：011-372-3311（内線2216） ＦＡＸ：011-398-4306 

この調査は北広島市からの委託を受けて、(株)ぎょうせいが実施しています。 
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１．お子さんとご家族の状況について 
 
問１  あて名のお子さんのお住まいの地区はどちらですか。該当する番号１つに○をつけてく

ださい。 

１．東部小学校区（東の里・中の沢・南の里・富ヶ岡・稲穂町・新富町・朝日町・美沢・中央） 

２．北の台小学校区（共栄・北の里・共栄町・東共栄・美咲き野） 

３．緑ヶ丘小学校区（高台町・泉町・里見町・松葉町・緑陽町・山手町） 

４．双葉小学校区（若葉町・青葉町・白樺町・南町・広葉町・栄町・輝美町・北進町） 

５．大曲小学校区（大曲柏葉・大曲南ヶ丘・大曲中央・大曲工業団地・大曲末広（５丁目から７丁目）・大曲幸

町・仁別・大曲の一部） 

６．大曲東小学校区（大曲末広（１丁目から４丁目）・大曲光・大曲緑ヶ丘・大曲並木・大曲の一部・西の里（国有林）） 

７．西の里小学校区（西の里の一部、西の里東・西の里南・西の里北・虹ヶ丘） 

８．西部小学校区（島松・輪厚・希望ヶ丘・三島・輪厚中央・輪厚元町・輪厚工業団地） 

 
 
問２  あて名のお子さんの学年をお答えください。 

 
 
問３  きょうだいは何人ですか。あて名のお子さんを含めた人数をご記入ください。 

 
 
問４  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみてあてはまる

番号１つに○をつけてください。 

１．父親     ２．母親     ３．祖父母     ４．その他（       ） 

 

◆問４で「１．父親」または「２．母親」に○をつけた方にうかがいます。 

問４－１  配偶者について、どちらかに○をつけてください。 

１．配偶者がいる    ２．配偶者はいない 

 
 

問５  あて名のお子さんの子育て（教育含む）を主に行っているのは、どなたですか。あて名

のお子さんからみてあてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．両親      ２．父親      ３．母親      ４．祖父母 

５．その他（                                   ） 

  

１．１年生  ２．２年生  ３．３年生  ４．４年生  ５．５年生  ６．６年生 

きょうだい数：[   ]人   末子の生年月：平成[   ]年 [   ]月生まれ 

※[  ]内に数字でご記入ください。 
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２．お子さんの育ちの環境について 
 

問６  あて名のお子さんの面倒をみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号１つに

○をつけてください。 

１．日常的にいる       ２．緊急時にはいる        ３．誰もいない 

４．その他（                                   ） 

 
 
 

問７  子育て（教育を含む）を行う上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる

場所はありますか。どちらかに○をつけてください。 

１．いる／ある        ２．いない／ない 

 

◆問７で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問７－１  気軽に相談できるのは誰（どこ）ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

１．お子さんの祖父母等の親族 ２．友人・知人 

３．近所の人 ４．職場関係者 

５．子育て支援施設等（地域子育て支援センター・児童センター等） 

６．保健所・保健センター ７．保育士 

８．幼稚園教諭 ９．学校の先生 

10．民生委員児童委員 11．かかりつけの医師 

12．市の子育て相談窓口 

13．その他（                                  ） 
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３．保護者の方の就労状況について 
 
※問８～問８－４は、父親・母親それぞれについてお答えください。（ひとり親の方は、ご自身に

関する設問のみお答えください。） 

 
問８ あて名のお子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。

あてはまる番号１つに○をつけてください。     

 （１）父親     （１つに○） （２）母親    （１つに○） 

フルタイムで就労し

ている 

（週５日程度・１日８時間程度） 

１．産休・育休・介護休業中ではない 

２．産休・育休・介護休業中である 

１．産休・育休・介護休業中ではない 

２．産休・育休・介護休業中である 

パート・アルバイト

等で就労している 

（フルタイム以外の就労） 

３．産休・育休・介護休業中ではない 

４．産休・育休・介護休業中である 

３．産休・育休・介護休業中ではない 

４．産休・育休・介護休業中である 

その他 

５．以前は就労していたが、現在は就

労していない 

６．これまで就労したことがない 

５．以前は就労していたが、現在は就

労していない 

６．これまで就労したことがない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※問８で「５」または「６」に○をつけた方は５ページの問８－３にお答えください。 

※問８で「３」または「４」に○をつけた方は次ページの問８－１と問８－２にお答えください。 

※問８で「１」または「２」に○をつけた方は次ページの問８－１にお答えください。 
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◆問８で「１」～「４」に○をつけた方にうかがいます。 

 
問８－１  １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間」をお答えください。 

（１）父親          （２）母親          

１週間当たり：[   ]日 

１日当たり ：[   ]時間[   ]分 

１週間当たり：[   ]日 

１日当たり ：[   ]時間[   ]分 

※［  ］内に数字でご記入ください。 

 

 

◆問８で「３」または「４」（パート・アルバイト等）に○をつけた方にうかがいます。 

 
問８－２  今後の就労についての希望をお聞かせください。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

（１）父親        （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．フルタイムへの転換予定がある 

 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、予

定はない 

 

３．パート・アルバイト等の就労を続ける

ことを希望する 

 

４．パート・アルバイト等をやめて子育て

や家事に専念したい 

１．フルタイムへの転換予定がある 

 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、予

定はない 

 

３．パート・アルバイト等の就労を続ける

ことを希望する 

 

４．パート・アルバイト等をやめて子育て

や家事に専念したい 
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◆問８で「５」または「６」（就労していない・就労したことがない）に○をつけた方にうか

がいます。 

 
問８－３  今後の就労についての希望をお聞かせください。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。「２」を選択した場合は[  ]内に年齢を数字でご記入ください。 

（１）父親         （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労

の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが 

[  ]歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい 

１．子育てや家事などに専念したい（就労

の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが 

[  ]歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい 

 
◆問８－３で「２」または「３」（就労したい）に○をつけた方にうかがいます。 

問８－４  今後の就労についての希望をお聞かせください。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。「２」を選択した場合は希望日数・時間を[  ]内に数字でご記入

ください。 

（１）父親         （１つに○） （２）母親         （１つに○） 

１．フルタイム 

（週５日程度・１日８時間程度） 

２．パートタイム・アルバイト等 

（フルタイム以外） 

 

「２」に○をつけた場合の希望日数・時間 

 

週[   ]日・１日[   ]時間くらい 

 

１．フルタイム 

（週５日程度・１日８時間程度） 

２．パートタイム・アルバイト等 

（フルタイム以外） 

 

「２」に○をつけた場合の希望日数・時間 

 

週[   ]日・１日[   ]時間くらい 
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４．放課後の過ごし方について 
 
問９  あて名のお子さんは現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間を、どのような場所で

過ごしていますか。過ごし方についてあてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週

間の日数をご記入ください。  

放課後の居場所（あてはまる番号すべてに○） 過ごしている日数 

１．自宅 週[  ]日くらい 

２．祖父母・親族宅や友人・知人宅 週[  ]日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾、スポーツ少年団など） 週[  ]日くらい 

４．児童センター※１ 週[  ]日くらい 

５．学童クラブ※２ 
週[  ]日くらい 

⇒下校時から[  ]時まで 

６．放課後子ども教室※３ 週[  ]日くらい 

７．放課後等デイサービス※４ 週[  ]日くらい 

８．ファミリー・サポート・センター 週[  ]日くらい 

９．その他（体育館、公園、公民館など） 週[  ]日くらい 

※［  ］内に数字でご記入ください。時間については24時間制（例：午後６時→18時）でご記入ください。 

 
問10  今後、あて名のお子さんの放課後（平日の小学校終了後）の時間を、どのような場所で

過ごさせたいと思いますか。過ごし方についてあてはまる番号すべてに○をつけ、それ

ぞれの週間の日数をご記入ください。なお、お子さんが小学校３年生までの場合は「小

学校１～３年生」と「小学校４～６年生」の両方にお答えください。また、お子さんが

小学校４年生以上の場合は、「小学校４～６年生」の項目のみお答えください。 

放課後の居場所（あてはまる番号すべてに○） 
過ごさせたい日数 

小学校１～３年生 小学校４～６年生 

１．自宅 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

２．祖父母・親族宅や友人・知人宅 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾、ス
ポーツ少年団など） 

週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

４．児童センター※１ 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

５．学童クラブ※２ 
週[  ]日くらい 

⇒下校時から[  ]時まで 

週[  ]日くらい 

⇒下校時から[  ]時まで 

６．放課後子ども教室※３ 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

７．放課後等デイサービス※４ 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

８．ファミリー・サポート・センター 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

９．その他（体育館、公園、公民館など） 週[  ]日くらい 週[  ]日くらい 

※［  ］内に数字でご記入ください。時間については24時間制（例：午後６時→18時）でご記入ください。 

※１ 児童センター：子どもたちの健全な遊び場を提供することで、豊かな情緒を養うことを目的とした施設です。 

※２ 学童クラブ：保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、子どもの生活や遊びの場を提供するものです。利用

料がかかります。 

※３ 放課後子ども教室：放課後や長期休暇中に小学校の余裕教室を活用して、児童の活動拠点を設けるものです。 

※４ 放課後等デイサービス：子どもの個性や発達段階に応じた支援を受けられる施設です。  
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※問11～問12は、問９または問10で「５．学童クラブ」に○をつけた方のみお答えください。 

それ以外の方は ⇒ 次ページの問13へ 

 

◆問９または問10で「５．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問11  平日に学童クラブをどの学年まで利用したいですか。あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１．１年生まで ２．２年生まで ３．３年生まで 

４．４年生まで ５．５年生まで ６．６年生まで 

※利用には、一定の利用料が必要です。 
 

◆問９または問10で「５．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問12  土曜日や日曜日・祝日、夏休みなど長期休暇中に、学童クラブの利用希望はありますか。

それぞれ１つに○をつけ、利用希望と利用したい時間帯（24時間制 例：午後６時→18

時）をお答えください。 

（１）土曜日 （１つに○） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）の間も利用したい 

３．利用を希望しない 

※利用には、一定の利用料が必要です。 
 

（２）日曜日・祝日 （１つに○） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）の間も利用したい 

３．利用を希望しない 

※現在、日曜・祝日は開設していません。 
 

（３）夏休みなど長期休暇中 （１つに○） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）の間も利用したい 

３．利用を希望しない 

※利用には、一定の利用料が必要です。 

「１」または「２」に○をつけた場合

の利用したい時間帯 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

「１」または「２」に○をつけた場合

の利用したい時間帯 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 

「１」または「２」に○をつけた場合

の利用したい時間帯 

［  ］時［  ］分から 

［  ］時［  ］分まで 
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５．地域における子育て支援などについて 
 
問13  下記の①～⑫の子育て支援事業等について、知っているかどうか、利用したことがある

か、今後利用したいかについて、それぞれ１つに○をつけてください。 

 

 （Ａ） 
知っている 

 

（Ｂ） 
これまでに利用 
したことがある 

（Ｃ） 
今後利用したい 

 

１ 
はい 

２ 
いいえ 

１ 
はい 

２ 
いいえ 

１ 
はい 

２ 
いいえ 

①乳幼児健診や育児相談など １ ２ １ ２ １ ２ 

②赤ちゃん訪問※１ １ ２ １ ２ １ ２ 

③妊産婦を対象とした健康相談や妊婦健診など １ ２ １ ２ １ ２ 

④家庭児童相談※２ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑤ひとり親家庭支援事業※３ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑥こども発達支援センター １ ２ １ ２ １ ２ 

⑦幼稚園の子育て支援事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑧すくすくひろば※４ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑨子育てサイト １ ２ １ ２ １ ２ 

⑩子どもの権利相談※５ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑪子育て支援コーディネーター※６ １ ２ １ ２ １ ２ 

⑫子育てガイド １ ２ １ ２ １ ２ 

 

 

※１ 市の保健師が訪問し、身体測定や育児相談を行い、その他の制度をご案内します。 

※２ 子どもに関するあらゆる相談（育児・発達・虐待ほか）に家庭児童相談員が対応します。 

※３ 父子・母子家庭を対象に、家庭協力員の派遣や就労に向けた修業資金の給付などを行います。 

※４ 保育園を利用していない０歳から就学前のお子様とその保護者を対象として、子育て支援のイベント等を保

育施設で行っています。 

※５ 子どもの権利に関する相談のほか、友人・親子関係など、子どもに関することを相談できる窓口です。 

※６ 地域子育て支援センターあいあいに配置されており、地域の中で子育て家庭が必要とする情報の提供を行っ

ています。 
  

サービス・事業等の解説 
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６．子育てに関する情報、悩みについて 
 
問14  あなたは、子育てに関する情報をどこから（誰から）入手していますか。主なもの３つ

まで○をつけてください。 

１．家族・親族 ２．友人・知人 

３．職場 ４．保育施設・幼稚園 

５．子育てサークル ６．子育て支援センター 

７．児童センター ８．医師  

９．市のホームページ・子育てサイト 10．子育てガイド 

11．市広報紙「広報北広島」 12．市のパンフレット 

13．インターネット・ＳＮＳ 14．テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 

15．その他（                                   ） 

 
問15  子育てに関して、あなたが日頃悩んでいることや気になることは何ですか。主なもの３

つまで○をつけてください。 

１．病気や発育・発達に関すること ２．育児の方法がわからない 

３．子どもとの時間がとれない ４．自分の時間がとれない 

５．友達づきあい・いじめなど ６．子育てに関して配偶者の協力が少ない 

７．配偶者以外に手伝ってくれる人がいない ８．子どもを叱りすぎている気がする 

９．子育てのストレスがたまっている 10．子育て支援サービスの申込方法がわからない 

11．食事や栄養に関すること 12．子どものアレルギーに関すること 

13．経済的負担が厳しい 14．話し相手・相談相手が少ない  

15．職場の理解・協力が得られない 16．その他（              ） 

17．特にない 

 
問16  今後、市が取り組むべき子育て支援策は何だと思いますか。主なもの３つまで○をつけ

てください。 

１．保育料（幼稚園含む）の減額や免除 ２．児童手当などの経済的支援の拡充 

３．待機児童対策 ４．一時預かりの充実 

５．延長保育の充実 ６．夜間保育の実施 

７．子育て支援センターの充実 ８．病児・病後児保育の実施 

９．乳幼児等医療支援の充実 10．休日保育の充実 

11．通園・通学用の歩道等の整備 12．学童クラブの充実 

13．児童センターの充実 14．子育てに適した職場環境の整備 

15．その他（                                   ） 
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◎ 本市の子ども・子育て支援に関してご意見・ご希望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お忙しい中、調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

お手数ですが、ご記入いただきましたら、同封の返信用封筒に入れて 

12月26日（水）までにご投函くださいますようお願いいたします。 


